２０２４年(令和６年度)	第２０回･全日本学生選抜卓球選手権大会

実施要項



標記大会を下記の要項により開催いたします。
本書を熟読の上遺憾なきよう充分配慮してください。









記

1、大 会 名：第２０回全日本学生選抜卓球選手権大会


２０２４年１０月１日
(一社)日本学生卓球連盟
会長　中村守孝
幹事長　米田裕哉
北信越学生卓球連盟
会長　牛山幸彦幹事長　萩一真

2、期	日：２０２４年１１月２２日(金)～２４日(日)
3、会	場：新潟県 新潟市東総合スポーツセンター
（https://niigata-kaikou.jp/facility/413）
〒950-0893 新潟県新潟市東区はなみずき３丁目４−１ＴＥＬ ０２５―２７２―５１５０
ＪＲ東新潟駅から徒歩約２５分
4、主	催：一般社団法人日本学生卓球連盟
5、主	管：北信越学生卓球連盟
6、後	援：スポーツ庁、(公財)日本卓球協会、
（予定）新潟県、新潟市、新潟市教育委員会、新潟県卓球連盟、新潟市卓球連盟、
	新潟日報社
7、協	賛：日本卓球株式会社 
8、協	力：株式会社ＬａｂｏＬｉｖｅ
9、競技種目：男子シングルス、女子シングルス
10、表	彰：男女優勝者には文部科学大臣杯、優勝杯、を授与男女ベスト８までは奨励賞を授与
11、出場資格：○当該年度全日本大学総合卓球選手権大会・個人の部シングルスランキング１６位まで
	〇前年度全日本学生選抜卓球選手権大会ベスト８以上
○本連盟に登録済みの外国人留学生
（本連盟内規・第３条に定める「Ｂ、外国人留学生選手」、「Ｃ.就労が認められている資格のもので、理事会での登録を認めたもの）
· 主管学連（北信越学連）推薦者・男女各４名ずつ
· 各学連（主管学連以外・８学連）より推薦者・男女各２名ずつ

○日学連強化委員会推薦者
但し､全日本大学総合卓球選手権大会・個人の部でランク入りした日本人選手に関しては､原則として本大会への出場を義務とする。
止むを得ない事情がある場合は､その理由を記した欠場届けを本連盟に提出しなければならない。
無断で本大会を欠場した場合､及びその理由が正当でないと判断された場合は罰則を課す場合がある。
また､日学連強化委員会推薦者は全日本大学総合卓球選手権大会・個人の部ランカーの欠場の補充とし､両者の合計は１６名とする。
○参加申し込みが男女各４８名に満たない場合、その不足人数分の主管支部補欠推薦者とする。
12、試合形式：予選リーグ及び決勝トーナメント方式で行う。
但し、予選リーグは５ゲームマッチ、決勝トーナメントは７ゲームマッチで行う。
13、使用ルール：現行の日本卓球ルールを用いる。
14、試 合 球：Nittaku社・３スタープレミアムクリーン
15、使 用 台：日本卓球協会公認台
16、参加申込み：
・外国人留学生　申込締め切り：２０２４年 １０月１７日(木)申込先：各所属学連事務所
（参加者は各所属学連に申込み及び支払いをして下さい。各学連は一括して日学連に申込みのこと）
・日本人	申込締め切り：２０２４年 １０月３１日(木)
（所沢全日学の会場にて､日学連役員が出場の可否を確認します）
・参加料	２，０００円
・申込方法	申込書（エクセルシート）を記入し、エクセルのままメールで添付ファイルとして各学連に送付。
17、本大会に関する連絡先：
· （一社）日本学生卓球連盟
〒１５０－００４１ 東京都渋谷区神南１－４－２ 神南ハイム４０２ 　　ＴＥＬ	０３－３４９６－９６８８
ＦＡＸ	０３－３４９６－９６６８
メール japan_kanto_sttf@yahoo.co.jp
Ｈ Ｐ http://www.jsttf-takkyu.com/

· 北信越学生卓球連盟
〒９２０－１１９２石川県金沢市角間町金沢大学学務部学生支援課内卓球部付
ＴＥＬ ０９０―２１４１－６８０８
メール	hokugakutt2@yahoo.co.jp
Ｈ Ｐ	https://hokugakutt2.wixsite.com/website/

大会日程（予定）

	１１月２２日(金)
	１６：００～
１７：００～
	受付
予選リーグ抽選

	１１月２３日(土)
	１０：００～
	開会式

	
	１０：３０～
１９：５０～
	男女予選リーグ
決勝トーナメント抽選


※進行が遅れ、予選リーグが終了していない場合であっても最終コールは１９：３０とします。

１１月２４日(日)	９：３０～ 男女決勝トーナメント
１４：００～ 閉会式（予定）
※２５日(土)に予選リーグが終了しなかった場合、９：３０から残りの試合を行い、その後決勝トーナメントを開始します。

本大会に関する注意事項
本大会に参加する選手は以下の注意事項を遵守して下さい。
・出場選手は、万一の場合に備えて保険証を持参のこと。
・出場選手は、日本卓球協会公認のゼッケンを着用のこと。
・維持費、登録費及び参加料未納の支部学連からの出場は一切認めない。
・参加申込みは各所属学連へ期日までに申し込むこと。
・開場は１１月２２日(金)は１６時、２３日(土)は９時、２４日(日)は８時３０分とする。
・受付は１１月２２日(金)１６時から行う。（このときにプログラムを配布する）
・予選リーグの抽選は１１月２４日(金)１７時から行います。
　※決勝トーナメントの抽選は、予選リーグが途中であっても時間通り実施する。
・開会式は１１月２３日(土)１０時から行うため、選手は役員の指示に従うこと。
・開会式に参加しない選手は棄権の扱いにすることがある。
・男女各ベスト８までに入った選手は必ず閉会式に参加すること。
・出場申込数が４８名を上回った場合、１１月２３日(土)午前に外国人留学生による出場予選を行う。
申込締切後、出場予選を行う必要がある場合は、改めて連絡する。
・練習時間は以下の予定とする。
メイン会場	１１月２２日(金)　１８：００～１９：３０　１１月２３日(土)　　９：００～９：４０ 
１１月２４日(日)　　８：３０～９：２０
サブ会場	１１月２２日(金) １６：００～１９：３０ 
	１１月２３日(土)  ９：００～１９：３０
	１１月２４日(日)  ８：３０～１３：００（決勝戦開始時まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・進行の進み具合によっては試合開始時間がタイムテーブルよりも早まる可能性があるため、当日のマイク放送に注意すること。
・予選リーグ及び決勝トーナメントでは無作為に指定された試合の勝者の選手に対して、試合後にラケットコントロールを行うことがある。その際、検査で違反となった場合に当該選手は失格負けとなるため注意すること。
・タイムテーブルなどの諸連絡事項は、後日、ホームページにて通知する。

一般社団法人日本学生卓球連盟・事業実施細則
第４条	全日本学生選抜卓球選手権大会
１、種目
男子シングルス、女子シングルス ２、試合方法
（１）出場予選
男女各４８名を越えた参加申し込みがあった場合には、外国人留学生を対象とした出場予選を行い、出場者を男女各４８名に絞り込む。
（２）第１ステージ（リーグ戦）
男女各４８名以内の参加者を８ブロックに割り振り、第１ステージを行なう。
（３）第２ステージ（トーナメント）
第１ステージ１位、２位通過者・男女各１６名で第２ステージを行なう。 ３位決定戦も行なう。
（４）出場予選と第１ステージは５ゲームスマッチ、第２ステージは７ゲームスマッチとする。
３、出場資格

（1） 当該年度全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）シングルスランキング１６位まで。
（２）前年度全日本学生選抜卓球選手権大会ベスト８以上。        
（３）本連盟内規第３条に定める外国人留学生選手。        
（４）主管支部推薦者・男女各４名ずつ。        
（５）各支部（主管支部以外）推薦者・男女各２名ずつ。        
（６）当該年度日本リーグ・日学連・高体連合同強化事業の成績優秀選手
（全体順位の１位から３位）・男女各３名ずつ。        
（７）強化委員会推薦者 
ただし、全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）でランク入りした日本人選手
に関しては、原則として本大会への出場を義務とする。
止むを得ない事情がある場合は、その理由を記した欠場届けを本連盟に提出しなけ
ればならない。
無断で本大会を欠場した場合、およびその理由が正当でないと判断された場合は罰
則を課す場合がある。また、強化委員会推薦者は全日本大学総合卓球選手権大会
（個人の部）ランカーの欠場の補充とし、両者の合計は１６名とする。
（８）参加申し込みが男女各４８名に満たない場合に、その不足人数分の主管支部補欠
推薦者。
４、シード規定
（１）出場予選
出場予選の組合せは、過去の実績を持たない外国人留学生選手による無作為抽選で決定する。
（２）第１ステージ
①次の優先順位に従い、各ブロックの各段に選手を割り当てる。

	
	段目
	優先順位
	対象

	１
	１
	当該年度全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）シングルスランキング１～８位の選手

	
	２
	上記に欠場があった場合に同ランキング９位以下の選手

	２
	３
	同ランキング９～１６位の内１段目に入らなかった選手

	
	４
	強化委員会推薦者

	３
	５
	合同強化事業の成績優秀選手（最大３名）

	
	６
	前年度全日本学生選抜卓球選手権大会ベスト８以上で上位の選手

	
	７
	外国人留学生選手

	
	８
	主管支部推薦者（最大４名）または主管支部補欠推薦者

	４
	９
	３段目の優先順位の対象の内３段目に入らなかった選手

	５・６
	１０
	各支部（主管支部以外）推薦者（１６名）



②１段目はランキング１位をＡブロックに、２位をＢブロックに、３位以下を同様に割り当てる。
③２段目以下は抽選により割り当てる。なお出来るだけ同じ大学の選手が同じブロックにならないよう考慮する。また５・６段目において同じ支部の選手が同じブロックにならないよう考慮する。

（３）第２ステージ         
①第１ステージで上位２名以内に入った選手・男女各１６名で第２ステージを
行なう。          
②第１ステージ１位通過者（８名） 
Ａブロックは、１番（第１シード）に入れる。 
Ｂブロックは、１６番（第２シード）に入れる。
Ｃ・Ｄブロックは、抽選にて８番、または９番（第３～第４シード）に入れる。
       Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈブロックは、抽選にて４番、５番、１２番、１３番（第５～第８シード）に入れる。          
③第１ステージ２位通過者（８名）           
第１ステージ２位通過者は、第１ステージで対戦した選手と反対側のトーナメ
ントゾーンに振り分けて抽選する。
④抽選においては、第１ステージの再戦を決勝まで回避する点以外は無作為抽選
を原則とする。
同じ大学の選手の対戦や全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）で対戦し
た選手との再戦も妨げない。
抽選にあたっては、第１ステージの順（Ａ～Ｈ）に予備抽選を行なった後、
本抽選を行なうものとする。



５、枠数
本大会の枠数は特に定めない。「３．出場資格」に則っていれば、誰でも出場できる。 ６、ルール
日本卓球ルール ７、使用球
公益財団法人日本卓球協会公認球 ８、表彰
男女とも上位８名まで
